
―― 「官能評価」の長所と短所は？

官能評価の最大の長所は、人間の「美

味しさ」の感覚をそのまま反映できる点

である。また物理的・科学的測定よりも

簡便で感度も高い。一方、短所は、人間

が評価するため感情や主観が入りやすい

こと、パネル間で評価基準が相違するた

め判断にバラツキが生じること、評価す

る試料の感覚的特徴を言葉で定量的に表

現することが難しいことである。

――　官能評価で信憑性の高いデータを取

る必要性とそのため

に重要なことは？

官能評価が、機器

分析手法と比べて、

客観性、精度及び信

頼性に劣る方法であ

ることは否定できない。このため官能評

価で得られる結果を客観性の高い科学的

裏付けに近づけ「あてにできるデータ」に

するためには、確立された官能評価手法

の中から目的に応じた手法を選択する必

要がある。このためにもまず官能評価の

目的を明確にすることが重要である。そ

うすることで、どういったパネルを何名使

用して、どのような官能評価手法を用い

てどんな統計処理をするのかが見えてく

る。またパネル間で評価用語や尺度を共

通化して内的基準を揃える工夫も必要で

ある。そのためにはパネル全員が明確に

イメージできる評価用語を選択すること

も大切である。さらに、パネルへの心理的

生理的影響の少ない環境作り、分かりや

すい評価シートの作成も重要である。この

ように信憑性の高いデータを取得してこ

そ、初めて平均値や統計処理による有意

差検定結果が確からしいもの、つまり高

い客観性と正確性を有したものになる。

特に官能評価に基づいて「美味しさ」

を謳った発明では、進歩性のみならず、

明確性、サポート要件、及び実施可能

要件などすべてがその結果をもとに判

断される。このため、信憑性の高いデー

タをとることは特許取得に極めて重要

である。

――　官能評価の適正なパネル数は？

分析型評価では、極端な話、味覚感覚

が優れた専門家であればパネルは 1人で

もよい。しかし常に 1人では負担が大き

い。そこで、通常はこの者に近い評価基

準をもつ 5 ～10人程度のパネルが確保さ

れる。但し、5 ～ 7 人で統計学的有意差

（危険率 5％以下）を出すにはほぼ全員が

同じ回答をする必要がある。つまり、少

人数で統計学的有意差を出すためには、

味覚感覚が優れ、内部基準を統一する等

の訓練を受けた専門パネルを揃える必要

がある。多少のバラツキがあっても統計

学的有意差を出すためには、それ相当数

のパネルを用意する必要がある。

――　官能評価に基づく発明の強みは？

官能評価がもつ本質的な曖昧さは、前

述する試験方法等の工夫により較正する

ことが可能である。明細書に記載された

官能評価は、こうした較正により確から

しい結果として記載されていることを前

提に審査される。このため、明細書にお

いて、クレームの各要件（パラメータ）

の技術的意義が明確に説明されていると

ともに、それが官能試験によって矛盾な

く統計学的有意差をもって裏付けらてい

ると、非常に強固な発明として権利化が

可能になる。これは官能評価を効果とし

た発明の強みといえよう。
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知財権ミックス戦略の事例は？

雪印メグミルク㈱の『恵 megumi』シリー

ズは、特許、意匠、商標を掛け合わせ多

面的に製品を保護している好例だ。同品

は、ビフィズス菌含有の 3層カプセル技

術（特許権者は森下仁丹㈱）を活用し

「つぶつぶカプセルに守られたビフィズス

菌SP株は、生きて腸まで届き、腸内に長

くとどまります」とHPに掲載している。

「ビフィズス菌SP株」、

「ガゼリは、恵」「お

なかに直行便」など

複数の商標を取得し、

本意匠と関連意匠を

組み合わせ権利範囲

にバリエーションを持たせている。

意匠制度とは？

商品の包装容器や商品自体にデザイン

性がある場合、意匠による保護を検討す

べきだ。意匠登録を行うメリットとして

例えば、包装箱のデザインについて意匠

登録を受けた場合、他社は包装箱に類似

のデザインを使用できない。また、平均

の審査期間が出願から5.9カ月と、権利化

までの期間が早いこともメリットだ。

販売する製品に対して、製造方法など

について特許出願、ネーミングを保護す

る商標に加えて、デザインの側面での意

匠での保護を行うことで、一つの製品を

知財権ミックスで、多面的に保護するこ

とが可能である。

上手な意匠制度の活用方法？

基本となるのは、通常の意匠出願であっ

て、製品の全体形状や製品のパッケージ

について意匠登録を受けるものである。

さらに、部分意匠、関連意匠など、特

有の制度を活用することがポイントだ。

※部分意匠の登録例

部分意匠は、実線の部分が権利範囲と

するものであって、特徴ある部分につい

て保護をするものである。部分に特徴が

ある場合、部分意匠出願が有効である。

※関連意匠の登録例

上記の意匠登録は、表裏の溝の形状の

相違について関連意匠として登録されて

おり、関連意匠の有効活用の好例だ。

製品には多面的な知財取得の可能性が

あり、拘泥せず俯瞰した視点から製品を

見ることが重要である。
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消費者が最終的に食品に求めるのは、

「美味しさ」である。このため、味、香

りまたはテクスチャーといった「美味

しさ」を効果とした特許出願も増えて

いる。中野睦子弁理士に “官能評価の

留意点と有効な活用”について話を聞

いた。


